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同志社大学
（風間ゼミ）



高齢運転者に寄り添う交通政策の提言
～はなしよし、気づきよし、暮らしよし～

同志社大学政策学部風間ゼミ
赤松優里佳、松田卓也

坂上圭祐、髙橋のぞみ、山崎友理乃

はじめに
高齢化が進展する昨今、免許自主返納政策やサポカー制度の存在など高齢者が運転する

環境を整備する動きが活発になっている。しかしながら高齢者が第一当事者となる交通事
故の割合は増加しているという現状である。
そのような世の中において高齢運転者が第一当事者となる交通事故に対する政策ははた

してどの様なものが望ましいのか。現状の政策では全ての高齢者の意見をくみ取った政策
が行われていないことに加え、そもそも全ての高齢者から意見をくみ取る機会がないとい
う問題意識をもとに考察を行う。

問題意識
現在は高齢化社会が進展しており、その中で高齢者は身体的な部分から精神的な部分ま

で幅広く不安や不満を持っている。実際に京都府警察がおこなったアンケートでは「運転し
なくなることで感じると思う気持ち」や「公共交通機関利用で困ること」という様な精神的
な面から物理的な面まで含めた質問をおこなったところ実に様々な問題意識を高齢者が持
っていることが判明した。

しかしながら現在の高齢運転者支援政策ではこの様な多種多様な高齢者の意見を踏まえ
た支援は行われていない。現在の主流政策は自主返納政策であり、返納特典などで免許を返
納した後も生活に支障が生まれない様な取り組みもなされている。しかし、これらの返納特
典は返納者個々人のニーズに対応しておらず返納特典が当てはまらない高齢者は免許を返
納しづらい、つまり高齢運転者が起こす交通事故を根本的に解決するに至っていないと言
える。
高齢運転者が抱えるこれらの様々な問題意識を解決するためには現状の交通面だけの対

応ではなく複数の分野や、警察をはじめとする府内各部局や市町村といった各機関を巻き
込んだ対応が必要になると考える。

現状分析
次にこれらの問題意識をもとに現在高齢運転者に対する京都府警による取り組みと自治

体による取り組みの 側面からの現状分析を行う。

京都府警による取り組み
現在の府警による取り組みは自主返納政策に加え免許更新制度がある。取り組み内容と

しては 歳以上の免許更新者に対して免許更新時に認知機能検査を課している。この検査
の結果として認知症に疑いがある方から疑いが薄い方までを第一分類～第三分類に分けら
れる。第二、第三分類の方はその後高齢者講習を受講するだけで免許更新を今まで通り行う
ことが可能である。しかし第一分類に分類された方は医師による診断に加え個別面接とい
われる指導色の強い面接が実施される。これらの取り組みの他に運転適性相談窓口といわ
れる全ての運転者に開かれた相談窓口なども開設している。
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これらの取り組みの結果として免許返納数は増加している。しかし現在の免許返納性制
度では第一分類に分類された方のみ、運転適性相談窓口の場合も窓口の存在を知っていて
かつ自身の運転に関して問題意識を持っている人しか対応することができない。総じて現
状の制度では全ての高齢運転者に対して適切に対応出来ているとは言いがたいのである。

府の取り組み
府による取り組みを調査するに際して今回私たちは京都府庁府民生活まちづくり推進課

にヒアリング調査をおこなった。府民生活まちづくり推進課は安心安全なまちづくりの実
現にむけて交通安全と犯罪防止の取り組みを行っている。具体的な取り組みとしては免許
自主返納推進やブレーキシステムの普及活動などに加え交通安全対策協議会を構成して交
通安全府民運動実施要項の作成も行っている。しかし課の取り組みは府庁内部の他の課や
府警とは連携出来ておらず独自の取り組みに終始しているという現状である。

市の取り組み
市の取り組みも調査するため京都市保健福祉局健康長寿企画課にもヒアリング調査をお

こなった。健康長寿企画課は地域福祉を推進している部局であり、中でも今回は地域包括支
援センター事業に着目し高齢者支援の現状を探った。ヒアリングの結果として地域包括支
援センターでは各高齢者に対して単発的な支援しか行えておらず、情報蓄積体制が不十分
なため市町村間などで問題解決の事例や高齢者の抱える問題の共有などが行えていないこ
とが分った。それにより高齢者の抱える問題を根本的に解決するにまで至ってないのだ。

問題提起
以上の調査から、現状の自治体の問題解決の取り組みは各部署や各機関で完結してしま

っており他局や警察との情報共有が不十分であると言える。高齢運転者問題を根本的に解
決するには対象を限定しない全ての高齢運転者支援のためには交通方面にとどまらない幅
広い分野からの支援が必要にもかかわらず現状の体制ではそれは難しいと言えるだろう。

私たちが考える高齢運転者への福祉的支援のためには情報の蓄積や分析を行い各局や市
町村にそれらの情報を共有し総合的に課題解決に取り組む体制を構築する必要があるとい
える。

政策提言

政策の概要
以上の問題意識と現状分析から免許更新の際の高齢運転者カウンセリング窓口の設置と

情報共有体制案を総合して「はなしよしプロジェクト」と言う政策を提案する。
「はなしよしプロジェクト」では各免許センターや警察署で免許更新に訪れた 歳以上

の全ての高齢者を対象にカウンセリングを行う。カウンセリングでは高齢者一人一人から
抱えている問題意識を聞き出し対応した役立つ情報や期間紹介を行う。また、聞き出した情
報は京都府警が蓄積と分析を行い明らかになった課題を府庁の各部局や市町村に共有する
ことでその場限りの対応にとどまらず継続的かつ根本的な問題解決まで行う。

カウンセリング詳細
カウンセリングの詳細を説明する。

カウンセリングの目的は高齢運転者の方自身に運転や自分を取り巻く環境に対する不満や
不安を口にしてもらうことで自身の気持ちや状況を整理することや、そもそも運転する本
来的な理由を発見することである。この様な会話は信頼出来る人間にしか出来ないのでカ
ウンセリング担当者は交通安全協会の方や地元の の方など信頼を得やすい人を想定
している。また、カウンセリングの質が一定に担保されるようにカウンセリングの際にはチ
ェックリストを使用する。これにより情報蓄積の形も統一されるので新規政策を行う時に
も情報を使用しやすくなるというメリットも生まれる。

カウンセリングの効果として高齢者自身が運転に対する問題を正しく把握することが期
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待できるが時には特別なサービスの提供や機関の紹介が必要な場合もあると考えられる。
その際にはカウンセリングで得た情報を基にカウンセリング担当者、警察官、社会福祉士の
名で構成された高齢運転者支援チームによってケース会議を開き、適切な機関の紹介など

を行う。これは地域包括支援センターの全戸訪問のモデルを参考にしており多角的な視点
から適切な解決案の提示が期待できる。

情報共有体制詳細
次に情報共有体制について説明する。
情報共有体制構築には二つのパターンがある。基本的にカウンセリングで集められた情

報の蓄積と分析機能は京都府警が担うが、その情報を各市町村や府庁で活用する場合と府
警内部で活用する場合の パターンである。
まず情報を各市町村や府庁で活用する場合から説明する。この場合はカウンセリングで

集めた情報を京都府警が分析しそこから明らかになる問題を該当する市町村あるいは府庁
に情報提供し新規政策立案による問題解決を促す。
次に府警内部で直接情報を活用する場合を説明する。カウンセリングで得た情報を分析

する中で府庁内部の各部局や市町村という枠組を超えた新たな政策を立案する必要がある
場合には府警の内部で情報を基に新規制作立案を行う。その新規政策を府庁にある庁内ベ
ンチャー制度を利用して府知事に直接実現を訴えかけるというものである。
どちらのフローでも今まで行われていなかった客観的証拠に基づく政策策定を行うこと

が可能である。つまり （ ）と呼ばれる政策立案の
方法にのっとっており、単に情報共有するだけでなく新規政策立案を可能にするという側
面からも価値の高い取り組みと言える。

まとめ
上記の様なカウンセリング窓口設置とそれに伴う情報共有体制の構築の取り組みによっ

て高齢運転者へは交通分野にとどまらない広く福祉的な支援が必要であるという問題意識
は解決される。「はなしよしプロジェクト」の最も大きな価値としては 歳以上の全ての
高齢運転者にアプローチ出来ることで画一的ではない一人一人に寄り添った福祉的支援が
可能になり、収集した情報から高齢運転者を取り巻く根本的な問題も新規政策立案によっ
て同時に展開することが可能である部分である。
高齢運転者支援の取り組みは今後、交通的観点だけではなくさらに幅広く福祉的な視点

からも展開されることがますます必要になるのだ。

【参考文献】
（ ）高齢者のカウンセリングとケアマネジメント

誠信書房 インガソル＝デイトン＆ キャンベル黒田由紀子日本語版監修 望月弘子
訳
（ ）よくわかるコミュニティ心理学【第三版】ミネルヴァ書房 植村勝彦
（ ）高齢者の「住まいとケア」からみた地域包括ケアシステム 明石書店 中田雅美

【参考 サイト】
（ ）京都府 高齢者運転者免許返納施策について

（ ）京都市 地域支援包括センター 地域ネットワーク構築について

（ ）心理カウンセラー入門ガイド

（ ）内閣府特集 高齢者の交通事故

（ ）内閣府における への取り組み
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京都橘大学
（小暮ゼミ）
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京都工芸繊維大学
（桑原研究室）
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で危険予知
‐ 安全運転スキル計測システムの提案 ‐

京都工芸繊維大学 大学院 桑原研究室 ◎山村祥太
学部 地域創生

田路健斗
◎中島広貴
◎中筋沙恵
山崎健太

1

• 交通事故の件数は減少傾向にあるが高齢運転者の事故は増加
傾向と言われている

• 認知症高齢者の痛ましい交通事故が報道されて健常な高齢運転
者への免許返納圧力も高まっている

• しかし公共交通機関が不便な地方では免許返納により日常生活が
成り立たなくなる

• 高齢者の安全運転にはこまめな検査、訓練が欠かせないが運転
免許試験場などは現在、講習の実施だけで手一杯な状況

• 完全自動運転が実現されれば高齢運転者問題は解決されるが、
それにはまだ時間がかかる

背景（その ）2

参考文献

京都府警察本部 交通部 「高齢運転者交通事故防止対策
～みんなで考えよう！ 京都の交通安全～」

～

京都府警察
高齢者講習・認知機能検査・臨時認知機能検査予約状況等

背景（その ）3

• テック系大学の強みを生かした課題解決 ＝

• 高齢運転者が気軽に、こまめに自分の安全運転スキルを
リアルに評価できる仕組み（システム）を用意する

• 安全運転スキル評価に参加する動機付け
• 講習会に参加するのは意識の高い高齢者
• 孫と遊びに行く感覚、子供（孫）にも興味が沸く仕掛け

• 簡易にリアルな状況が提供できる
• 上下左右、 度の自由視線

• 安全運転スキルを客観的な数値として評価できる
• 危険の認知、認知から行動、行動の質などの数値化

目的4
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シナリオ5

• 子供もワクワクするＶＲ安全運転講習

• 以前より高齢運転者に対するトレーニングの研究は為され
てきた

• 高齢運転者のために講習会を開催（筋力トレーニングも）
• 運転シミュレータを使ったものも多い

４．関連研究（その１）

中野倫明ほか 高齢者の運転能力評価手法の開発と応用 自動車
技術開論文集
伊藤安海ほか 運転トレーニングと認知機能の関係

中野倫明 山本 新 運転者の認知能力の診断技術 映像情報
メディア学会誌
田中健次 稲葉 緑 高齢者のシミュレータ教育の効果研究

6

• 例えば、関連研究 では、

４．関連研究（その２）

• 簡易なドライブシミュレータ上で潜在的な危険を再現
• デバイスから得られる情報から衝突余裕時間を求め運転能力評価を実施

7

• の利用
• 様々な危険予知シーンを簡便に製作
（関連研究ではシーン製作のコストについて言及がない）

• ハンドルやフットペダルでの自動車モデルの操作も可能
• の利用

• リアルな 環境として 度の自由視点を提供し、さらに
デバイスのガジェット感で子供もワクワクする
（関連研究では子供へのワクワク感、ゲーム感覚がない）

• の利用
• 関連研究で行われていない、視線計測による認知機能の
評価

アプローチ8
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• ニセの危険と本当の危険をシーン中に配置

（その ）10

• ア ッ セ ッ ト と し て シ ー ン製作の た め の様々な部品が
用意されている（有料、無料が様々）

• 機能によりシーンに配置した人や車を自動で思い通りに
リアルに動かすことができる

（その１）

アセットを使って今回、
実現したシーン

車の衝突といった物理現象も
リアルに再現可能

https://assetstore.unity.com/packages/3d/
vehicles/land/realistic-car-hd-02-99489

https://www.youtube.com/watch?v=rpy6lS1H9JY

9 （その ）
• の機能による簡便な危険シーン設定

11

• を装着した様子

• 利用者が見るシーンは頭部の
動きに追従し、 度の自由
視点を提供する。

12
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• を利用した運転シミュレータの実装

• ニセの危険と本当の危険を設定することによる簡便な危険
予知シーンの製作が可能

• による 度自由視点の提供でワクワク感のある
シーンが提示可能

• で視線を計測することで危険認知の
質や、行動までの反応時間などを計測する可能性を示した

実現出来たこと（その１）14

• は
非接触型の視線検出装置

• 視線検出の様子

https://ksassets.timeincuk.net/wp/uploads/sites/54/2017/02/
tobii-4c-7-3.jpg

13

実現出来たこと（その２）15

HTC VIVE による360度自由視点の提供 Tobii Eye Tracker 4C で視線を計測

• 様々な危険予知シーンの実装
• の危険予知を参考に更にゲーム性を持たせる

• 安全運転スキルの様々なパラメタ収集方法の実装
• 危険の認知、認知から行動、行動の質の側面を考慮する

• 健常運転者のデータ収集
• ビッグデータを収集、分析し安全運転スキルの基準作り

• 高齢運転者向けイベントの開催
• お爺ちゃんが孫と一緒に参加できる子供主体のイベントを企画

今後の予定16
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• このようなプロジェクトに取り組む機会を与えて下さい
ました、京都府警察本部交通部の皆様に感謝いたし
ます。

謝辞17

龍谷大学
（井上ゼミ）
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高齢運転者支援に関する提案 

～免許返納前後に焦点を当てて～ 

龍 谷 大 学 政 策 学 部 井 上 ゼ ミ ナ ー ル  

 

0．はじめに 

近年、高齢者が第一当事者となる交通事故が社

会問題となっている。そこで本論では主に京都府

内を対象に、高齢運転者事故をいかに減らすか、

また調査していく中で浮上する課題に対する支援

策を免許返納前後に焦点を当てて考える。 

 

１.京都府の高齢運転事故の現状と課題 

図１より、平成25年から5年間で高齢運転者事

故の事故数は減少しているが、高齢運転者の構成

比率は上昇している。 

インフラ整備や制度による取り締まりの強化、

車の安全性の向上など、交通事故を減らすための

様々な取り組みが実施されており、全世代の事故

件数は減少している。しかし、他世代に比べて高

齢運転者事故は減っておらず、高齢運転者の特性

に見合った新たな政策が必要ではないかと考えら

れる。 

 

２.高齢者の運転特性 

高齢者の運転特性としては、視力の低下、反応

の遅さ・バラツキ・不正確さ、慣れと過信の3点

が挙げられる。 

これらは老化現象であり防ぐことが難しい。そ

のため、私たちは高齢者事故を減らすためには高

齢者の身体が衰える前に免許を返納するしかない

のかと考えた。 

しかし、免許を返納することで図2のようにネ

ガティブな気持ちが生じ、移動手段の不足、人と

の関わりの減少、趣味・生きがいの喪失などの様々

な問題が起こる可能性がある。実際に京都府警に

よるアンケート調査によると、市内では50％、市

外では70％の人が、免許を返納することによって

困りごとがあると答えている。そのため全ての高

齢者に免許返納を勧めることは難しい。 

そこで井上ゼミでは高齢運転者が免許返納せず

に安全に運転を続けていくための支援策と、やむ

を得ず免許返納をしてしまった場合も活き活きと

生活できる支援策の両視点から提案する。 

 

３.免許返納前の支援策について  

高齢者講習は実施されているが、本来の意図で

ある運転技能の自覚に繋がっているとは言えない

現状がある。この現状を補うものとして、自身の

運転技術自覚を促した上で日常の運転で安全に運

転してもらうことを目的に交通安全自分ルールを

提案する。 

そこで高齢者講習後に高齢者同士のグループワ

ーク形式で高齢者講習の振り返りや車を運転する

図１ 京都府内における高齢運転者事故の発生状況 
出典：京都府警察本部交通部発行資料(2018)を元に作成 

図２ 運転しなくなったら感じるネガティブな気持ち（複数回答） 

出典：京都府警察本部交通部発行資料(2018)を元に作成 

ための約束事を話し合い、一人ひとりオリジナル

のルールを決める。そしてシールに記入し車内等

に貼り、いつでも確認できるようにする。自分ル

ールを作ることによって意識の継続を可能にでき

るのではないかと考える。 

その後に限定条件付き免許の導入を必要だと考

える。限定免許は法的拘束力を持つがいきなり導

入すると困惑が起きることが予想される。そのた

め拘束力を持たない自分ルールを先に導入するこ

とで、限定免許実施前の基盤となる。海外では既

に導入されているが、日本では現在有識者会議で

検討段階であるため限定条件付き免許を導入する

ことは将来への展望である。 

 

4.免許返納後の支援策について 

高齢運転者が免許を返納することによって、以

下の課題が発生することが考えられる。 

①自由な行動ができなくなり、交通弱者になる 

②身体的・心理的な悪影響が生じて生活の質（QOL）

が低下する 

③人とのかかわりが減り要介護のリスクがある 

私たちは免許返納後の支援として「高齢者がこ

れからの生活に向き合う機会の創出」と「高齢者

が支援情報を受け取ることができる環境づくり」

の２方向からのアプローチを提案する。 

4－1.シニアサポート教室の設置 

免許返納後の支援として、「シニアサポート教

室」を免許センターの教室を利用し開設する。図

4 のような内容で、高齢者が免許返納後の生活と

向き合うことに繋げる。 

 

4－2.支援情報の見える化 

 現在、多くの地域で社会福祉協議会等を中心

に高齢者向けのサロンが行われている。その中

で、高齢者同士が生活における困りごとなどを共

有・解決をするワークショップを行ったり、交通

安全講習の要素を組み込む。さらに現在、交通情

報や買い物支援など各地域で様々な支援が行われ

ているが情報が無秩序化してしまっている。そこ

で、それらの情報を地域包括支援センター等が中

心となってまとめ、見える化し、冊子等を配布す

ることで、高齢者が支援情報を受け取ることがで

き、生活の不安の解消に繋げる。 

 

5.おわりに 

今後、高齢運転者事故を減らすには免許返納が

有効かもしれない。しかし、免許返納することで

ハード面やソフト面での問題が発生する高齢者も

いる。そこで、私達は安全に運転を続けるための

支援策、また運転が困難な人も生きがいを持って

生活するための支援策との両視点から提言した。

両視点とも警察や自治体、NPO、家族、地域が政策

を共有し連携する。これにより事故減少に繋がり、

また多方向から高齢者が生活しやすい世の中の形

成が可能なのではないか。 
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図 3 免許返納前の支援策 

暮らしにおけるリスクや安全意識向上の講習会 

講習会を踏まえ高齢者同士の話し合い 

図 4 シニアサポート教室の内容 
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